
 

 
  
 
 
 
 

 

みんなのギャラリー 

みなさんからの作品をお待ちしています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「もうすぐお彼岸 削り花を作ってみよう」イベントより 

参加者のみなさんの作品 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

待ちわびた春が来て、森の生き物たちがいっせいに動き始めました。土から顔を出し可憐

な花を咲かせるものや、枝先の冬物のコートを脱いでおだやかな光を浴びているもの、草

木それぞれの目覚めです。それらに目を近づけてみるとクモやハエなどの虫がいることも

あります。また、頭の上では野鳥たちのさえずりがひびきます。にぎやかになった森は、

さながら春を祝うお祭でもしているかのようです。 

そんな森で日なたぼっこしながら、おやつを食べてお祭り見物などいかがでしょう。野鳥

たちの歌に耳を傾けたり、足元の可憐な花々を見初めたりして。 

あまったおやつは管理センターでお引き受けします(^_^;)  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まだまだ寒い 1月にマンサク開花 

春を告げるマンサクの花。「まず咲く」

が名の由来とも言われますが、大寒に

近い 1月 11日に管理センター入口と森

の花園で咲き始めるなんて、本当に早

いですね。2 月下旬には森のあちこち

で満開となりました。 

春を告げる野鳥たちの歌声 

ヤマガラが伸びやかにさえずりを始

めたのは 1 月 31 日。ウグイスの初音の

確認は 3 月 6 日でした。その年初めて

のホーホケキョは、初音という呼び方

をします。昔は法華経と鳴くウグイスは

特別だったようです。 

インターネットにパンフと壁紙掲載 

（財）仙台市公園緑地協会のホームペ

ージに、青葉の森のパンフレットとパソ

コン用の壁紙が掲載されています。ぜ

ひ、ご利用ください 

（財）仙台市公園緑地協会 

http://sendai-green-association.jp/ 

まだまだ寒い 1月にマンサク開花 

春を告げるマンサクの花。「まず咲く」

が名の由来とも言われますが、それに

しても大寒に近い 1月 11 日に管理セン

ター入口と森の花園で咲き始めるとは

本当に早い。2 月下旬は森のあちこち

で満開でした。 

「みやぎの自然体験ガイド」が刊行されました 

NPO 森林インストラクター協会さんが県内の自然体験施設、NPO、

および市民グループの活動をまとめたガイドブックを作成され、

青葉の森も掲載していただきました。管理センターの本棚にあり

ますので、お出かけの予定を立てる際や、地域の市民活動につい

ての参考にお役立てください。また、半澤レンジャーは監修を担当

し、立花はテキストについて一部お手伝いをしました。 

セリバオウレン・カタクリは 3月開花 

マンサクが咲くのが早く、雪がつもる

ことも少なかったので、早春の花たち

も同じように早いかと思いましたが、

セリバオウレンは3月5日に確認しまし

た。カタクリは三居沢入口で3月22日、

前年とほぼ同じでした。 

2月、マツくい虫防除作業 

マツくい虫の防除作業で伐採が行わ

れました。いくら切っても終息しないマ

ツ枯れですが、切らなければもっと大

きく被害が出るのでしょう。ちなみに、

この作業、枯れたマツを切るのではな

く、虫がいる生きたマツを切ります。 

「春はあけぼの」の写真を展示 

あけぼのの空の写真を展示しました。

あけぼのは、あけぼの色のことで、お

日様が昇ってくる前のピンクがかった

明け方の空の色です。東雲色（しののめ

いろ）ともいいます。これからも写真を

追加していきます。 

散策路の橋を補修しました 

冬の間に、花木広場から化石の森に続

く道の3本と、チゴユリの道の1本の橋

をかけ替えました。これからも、歩きや

すい散策路を目指します。 



 

 

 

 

 

 

 

お彼岸を過ぎて、春を告げる林床のお花たちが咲き

始めました。今日はそのひとつ、セリバオウレンの

群生地を見に行く企画です。しかし、前日から空気

が入れ替わり、春はどこ行ったと言いたくなるよう

な寒い朝でした。この時期こんなに寒くなるのは、

北国とあきらめるしかないのでしょう。 

 

はじめは、カタクリの

道を通ります。カタク

リは三居沢入口近くで

開花しているところが

ありますが、青葉の森

全体としては、あとも

う少しです（3/28 時

点）。なので、つぼみのカタクリを探しながら歩き

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて問題です。「つぼみを持ったカタクリと持って

いないのとでは、葉っぱはどのように違うでしょう

か。」 

①つぼみを持っている方がより大きい 

②つぼみを持っている方が枚数が多い 

③つぼみを持っている方が色が濃い 

④違わない 

正解は・・・ 

森を歩いてお確かめください (‾Д‾;) ガーン 

続いて、ショウジョウバカマが一面に広がる斜面を

通りますが、こちらも開花にはあと少しです。 

少しだけ、ピンクのつぼみが顔を覗かせています。 

 

そして、いよいよ、セリバオウレンのお花畑に到着

です。小さな白い花はちょうど満開を迎え、あたり

一面夜空の星屑をちりばめたかのようです。一同驚

きと感動の声がこぼれます (ﾉﾟοﾟ)ﾉ ｵｵｵｵｫｫｫｫ- 

 

鑑賞と撮影タイム

のあとは、またして

も問題、第２問です。 

「セリバオウレン

のお花はどんな香

りがするでしょう

か。」 

 ①スッキリ爽やか柑橘系の香り 

 ②ほんのりとカレーライスの香り 

 ③魚をさばいたまな板の香り 

 ④におわない 

正解は・・・ 

・・・やっぱり、実際に嗅いでお確かめください 

<("0")>なんてこった！！ 

 

寒空の下でしたが、満開

のセリバオウレンに出会

えて、楽しい時間を過ご

すことができました。 

これから青葉の森はベス

トシーズンを迎えます。

みなさん遊びにいらして

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青葉の森を歩いたご感想や身近な自然についての情報、また今号へのご意見・ご感想など、編集部ま

でどしどし送ってください！お待ちしています。 

お送りいただいた方には、青葉の森にちなんだ何か（企画中）をプレゼント！ 

 

あて先：〒980‐0845 仙台市青葉区荒巻字青葉260 青葉の森管理センター「青葉の森から」編集部 

E-mail: qq4385w9k@utopia.ocn.ne.jp 

リストラ（編集部員） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園のパンフレットができました 

月ごとに、発見したことをひみつとしてまとめてく

れました。ひみつがたくさん載っていて楽しそう。

とっても出かけたくなるパンフレットだなぁ。青葉

の森でも見習わなくちゃですね。 

昨年度、青葉の森管理センターでは仙台市立木町通小学校の3年生の理科の授業を依頼されま

した。学校に隣接する北三番町公園をフィールドにして身近な自然について学ぶ、「北三自然探

検」の時間です。6月から１月にかけて5回の授業を行い、3月にまとめの発表会をしました。今回

は、そのときの生徒たちの発表を紹介しながら、活動を振り返りたいと思います。 

だんとつの人気者ダンゴムシ 

第 1回目は6月でした。緊張の初対面は、生徒たちのパワーに圧

倒されすっかり押し込まれながらの 2 時間でした。ダンゴムシが

大人気なので迷路実験をやってみましたが、グループにひとつ

しか迷路を用意しなかったため、迷路の上にはおびただしい数

のダンゴムシが入れられ、どれがどれだかさっぱり・・・orz 

他にもキイロテントウがいたり、葉っぱが糸で伸びたり、公園に

はいろいろと楽しいことがありました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植物で遊びまくり、でもちゃんと学ぶ 
虫が減る冬を中心に公園のさまざまな植物にも親

しみました。遊びがあると生徒たちは夢中になりま

す。遊びの中で新たな発見がたくさんありました。

ナスタチウムは驚きの撥水能力。ヒマラヤスギの花

はいい臭いだし、中にも花の模様。オオバコずもう

で強いものは、地面に生えてるときにもきっと強い

固体なのでしょうね。 

生徒のみんな授業おつかれさまでした。みんなのおかげで、とっても素晴らしい授

業になったと感謝しています。授業は終わったけれど、これからも仲良くしましょう。

いつでも青葉の森にも遊びに来てください。 

感じ方の数だけ、みんなと

授業ができて良かったっ

て思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 5日(祝) 午前１０時～１1時 30分 

幼児から小学生のナチュラリストたちが森をご案内します。 

集合場所／青葉の森緑地管理センター前 

定員／50人（申込先着順） 

持ち物／観察用具、雨具。歩きやすい服装で。 

申し込み／4月6日(火)午前 9時から電話(263-2101)で 

 

5月 16日(日) 午前１０時～午後３時 

小枝や葉っぱの先などで描いて絵てがみをつくります。 

集合場所／青葉の森緑地管理センター前 

定員／20人（申込先着順） 

持ち物／雨具。歩きやすい服装で。 

申し込み／5月7日(金)午前 9時から電話(263-2101)で 

7月 11日(日) 午前１０時～１1時 30分 

小学生のキノコはかせがご案内します。 

集合場所／青葉の森緑地管理センター前 

定員／20人（申込先着順） 

持ち物／観察用具、雨具。歩きやすい服装で。 

申し込み／7月6日(火)午前 9時から電話(263-2101)で 

 

対象／小学生以下の子供と保護者 10組〔先着〕 

親子で自然に親しみます。詳しくは市政だよりをご覧ください。 

お友達同士で、サークルや地域のイベントで、四季折々の自然を感じながら青葉の森を散策しませんか。

青葉の森のレンジャーが森をご案内いたします(最大40名様まで)。 

参加される方の年齢および趣向等に応じた散策コースやガイドプランを提案させていただきます。また、

学校の環境教育、野外活動に関する授業のお手伝いもいたします。お気軽にご相談ください。 



 

 

 

 

 

 

２月に松くい虫の防除作業がありました。作業中、

大きな木を切るときは、作業スペースを確保するた

めにまわりの低木も一緒に切られてしまいます。 

そのため、同じところにいくつかの切り株が目立つ

ようになります。 

そんなわけですから、なんとなく気になってしまっ

て、切り株に導かれるように覗き込んでは、年りん

を数えてみたのでした。 

 

まずは、松くい虫の入ったマツを数えてみました。

切り株の直径およそ 5３cm、存在感のある目立つ

切り株で、かなり高かったと思われる木です。 

 

年りんを数えると

90 歳くらいでした。 

1920 年(大正 9 年)

に生まれ、きっといく

つものピンチを乗り

越えて、今まで生きて

きたのでしょう。松く

い虫に入られなければもっと長く生きられたのに。

残念で仕方ありません。 

 

三居沢の広瀬川沿

いには、モミの天然

林があります。枯れ

て伐採されたモミ

の木の年輪を数え

てみました。切り株

の直径が 80cm。

これも太くてかな

り大きな木です。外

側は年りんが見えにくく分かりにくいのですが、 

およそ110歳のようです。 

1900年(明治33年)生まれ、この木もまた長生き

だったのですね。モミの寿命は２～300 年程で、

わりと短命なのだそうです。それでも、まだまだ3

分の１。元気だったならもっと長生きできたのかも

しれません。 

 

他にも、ヒノキとイヌブナを調べてみました。 

 

樹種 切り株の直径 年りん 

ヒノキ 

 

45 70 

イヌブナ 

 

10.5 45 

 

この2本を比べると、イヌブナのほうが2倍以上、

大きくなるのが遅いようです。生育環境にもよるの

でしょうが、ヒノキは木材として利用される木なの

で、成長が早いのでしょうね。 

 

なんとなく数えてみた年りんでしたが、木に親しみ

を感じることができて楽しい活動でした。みんなも

数えてみてね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も Jr.レンジャーを目指して、親子でワクワクの

参加者のみんなが認定試験に挑戦しました。 

結果、みごと全員合格で、１８名の Jr.レンジャーが

誕生しました。４月から新しいお客さんにガイドでき

るかなぁ。頑張ろう。お楽しみに。 

 



交通公園循環 

 

 

 

 

 

 

春の野原に出かけてみると、地面のところどころに

小さな土の山ができていることがあります。この土

の山はモグラがつくったので“モグラ塚”といわれ

ています。モグラはどうして、土の山なんかつくる

のでしょう。 

モグラは皆さんも

よくご存知のよう

に、地面の下でトン

ネルを掘って暮ら

している動物です。

トンネルの中を行

ったり来たりしな

がら、土の中にいる

ミミズや昆虫などを食べて過ごしています。 

 

暖かい時期のモグラはミミズや昆虫たちの活動に

合わせて、地表に近いところで生活します。そのと

きにつくるトンネルは、土を上に押し上げながら掘

り進みます。ところが寒い季節になると、ミミズや

昆虫たちは温かな地中深くもぐってしまいます。当

然、モグラも食べものを手に入れるために、地中の

深いところまでもぐることになります。深いトンネ

ルを掘るときには土を押し上げられないので、それ

を地表まで運び出して捨てます。そうしてできたの

が、モグラ塚なのです。 

ところで、モグラがトンネルを掘るスピードってど

のくらいだと思いますか？実は、1 分間に30ｃｍ

くらいは掘り進むそうなのです。休み休みでも３～

5 時間で６０～９０m くらい掘り進むのだそうで

す。そんなものすごい速さで掘り進むわけですから、

モグラ塚がある地面の下は、トンネルが網の目のよ

うにはりめぐらされたモグラワールドになってい

るわけです。 

 

「モグラは畑の作物を荒らす困ったヤツ！」なんて

言われることもあるようですが、モグラは肉食性で

野菜などは食べ

ません。それどこ

ろか、作物の根っ

こや葉などを食

べるコガネムシ

やヨトウガの幼

虫などを退治し

てくれる、心強い

味方なのです。 

 

野原でできたてのモグラ塚を見つけたとき、あたり

を見まわしながら少しの間静かにして待っている

と、せっせと地上に土を運び出すモグラの仕事が見

られるかもしれませんよ。（半） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青葉台行き 

宮教大行き 宮教大前 

交通公園前 交通公園循環 

川内営業所前 交通公園行き 

中央入り口・管理センター 
はこちらで下車 

三居沢入り口は

こちらで下車 

青葉台行き 青葉台下 こもれび広場はこちらで

下車 
 

  休 館 日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）年末年始（12月28日～1月4日） 

  開館時間：９：００～１６：３０ 
発行：（財）仙台市公園緑地協会  企画・編集：仙台市青葉の森緑地 管理センター 

〒980‐0845 仙台市青葉区荒巻字青葉260 Tel:022‐263‐2101 Fax:022‐263‐2102 

http://www.sendai-park.or.jp/web/guide/info_aoba.html（お知らせをクリックするとイベント情報がご覧になれます） 


